
・人口増加が続いているが、世帯当たりの人員は減少傾向にある。
・女性の年齢階級別労働力率では、30代から40代前半にかけて労働力
率が低下しM字カーブの底が全国平均より低い。
・男女の年齢別所得分布を比べると30歳以降で女性の方が低所得層が
多いなど所得格差がある。

地域の実情と課題

【実施の連携】
市民活動団体・民間団体（市内川崎市看護協会、かわさきこども食堂ネット
ワーク、だいJOBセンター（川崎市生活自立・仕事相談センター）、NPO法人
かわさきコンシューマーネット等）

【広報連携】
・神奈川労働局及びハローワーク川崎・川崎北
・神奈川県（市町村男女共同参画行政連絡会、女性活躍推進に関する
取組に係る情報交換会）
・かわさき男女共同参画ネットワーク（すくらむネット21）

連携団体

様々な課題を抱え孤独・孤立している支援につながりにくい女性に
対して継続的な相談へのつながりを途切れさせないように、段階
を踏んで対象者を支援につなぐ仕組みを作っていくことが必要で
ある。

今後の課題

・孤立を防ぎ、また支援へのアクセスをサポートするため、入り口となる
場としてサテライトカフェを実施したが、参加者数計166人と多くの方が参
加し、支援情報の提供や相談支援につなげることができた。
・サテライトカフェの実施を通じて、市内の関係機関や民間企業との支援
のネットワークづくりができた。
・居場所づくりでは、ファシリテーターのもとで気持ちを整理し、適切なサ
ポ―ト情報を得て、同じ思いの方々とわかちあう中で心の健康を回復す
る機会を設けたり、既存の女性相談につなぐなど継続した支援ができた。

事業の効果

男女共同参画センターが関係機関と連携しながらアウトリーチによるサ
テライトカフェ、孤立して支援に繋がりにくい女性に対する区役所等支援
機関への同行支援、また困難を抱えた女性が安心できる居場所づくりに
より、適切な支援に繋げるためのつながりサポート型の相談支援行う。
・数値目標
男女共同参画センターでアウトリーチ（サテライトカフェ）、同行支援、居
場所づくり事業により、新たに支援につながった女性の人数（目標50人
→実績70人）

目的・目標

・コロナ禍によりシフト調整等で収入が減少し、家計を切り詰める等で厳
しい状況にあるシングル女性に対しアウトリーチとしてで駅近くのレンタ
ルスペース等を借りてサテライトカフェを開催
・上記サテライトカフェで把握した困難を抱える女性を支援機関へ同行す
る支援体制づくり
・パートナーとの関係に悩む女性を対象に、安心・安全な場で気持ちを整
理し、必要な情報や支援へつながることができ、自信をもって社会につな
がることができる居場所づくりの実施

事業の特徴

女性の孤立を解消するつながりサポート事業 【神奈川県川崎市】
総事業費 ５,９９３ 千円

交付金額 ４,４９５ 千円

事業番号 １



事業の概要

①非正規シングル女子のためのサテライトカフェ
地元の市民活動団体・民間団体と連携しながら、支援
へのアクセスをサポートするための場としてアウトリーチ手法
により夜間帯に予約不要のカフェを企画・運営。
民間スペースにて10回開催。2回は若年者によりアクセ
スしやすいよう対象年齢を15歳～39歳以下に設定して
実施。安心して過ごせる環境づくりを工夫する中で心身の
リフレッシュの機会となったり、職場・生活の場での孤立感
や悩みなどを相談できる時間になったりした。既存のセン
ター機能の利用につながるケースもあった。(相談事業や
情報提供事業）

②女性の自立を助ける同行支援
支援機関へ出向い
て適切な福祉につ
ないでいくため、相
談者に寄り添った
支援を行うため
同行支援を実施

③安全な居場所づくり「ひだまりスポット」
パートナーとの関係に悩む女性を対
象に、安心・安全な場で気持ちを整
理し、必要な情報や支援へつながる
ことができ、自信をもって社会につなが
ることができる居場所を運営

相互連携
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